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環境情報の流通促進を課題の中心とし、環境情報の収集、整理・提供、保存の各段階での

情報の流れと横の連携に必要な検討課題の全体像をまとめた。また、環境情報の収集、整

理・提供、保存に利用可能な IT 技術を導入する上で必要となる検討課題を、IT 技術毎にま

とめた。 
 

● ＩＴ技術等の活用について 

環境情報の流通を促進する連携・協議メカニズムの構築環境情報の流通を促進する連携・協議メカニズムの構築

RSSRSS

利用利用方法方法の検討，導入効果の分析の検討，導入効果の分析

－RSSを利用した環境情報収集システムの提案

導入基準（対象範囲）の策定導入基準（対象範囲）の策定

－導入対象とする環境情報

－導入対象とするWebシステム

システム化時の課題の検討システム化時の課題の検討

－発信する環境情報の内容，項目の標準化

－環境情報の発信のタイミング

GIS/GPSGIS/GPS

利用方利用方法法の検討，導入効果の分析の検討，導入効果の分析

－GISやGPSを利用した情報収集システムの提案

－政策立案支援を目標としたGISの利用

導入基準導入基準（対象範囲）（対象範囲）の策定の策定

－GISやGPSを利用したシステムを構築基準

－互換流通性のある入出力フォーマットの使用

－データの一般提供の際の提供方法

システム化時の課題検討システム化時の課題検討

－GISプラットフォームの検討

RFIDRFID

利用方利用方法法の検討，導入効果の分析の検討，導入効果の分析

－RFIDを利用した環境情報収集システムの提案

－可視化，効率化，安全，サービス向上が想定さ

れる利用 （トレーサビリティ等）

－民間企業との連携，実証実験の実施

導入基準の策定導入基準の策定

－国際的な標準化動向の適用

システム化時の課題の検討システム化時の課題の検討

－情報セキュリティの保護

セマンティックセマンティックWebWeb//オントロジオントロジ

利用方利用方法法の検討，導入効果の分析の検討，導入効果の分析

－オントロジを活用した検索システムの検討

－ナレッジマネジメントの基盤としての利用

－環境のオントロジ整備の検討

－標準化動向の調査

導入基準（対象範囲）の策定導入基準（対象範囲）の策定

－オントロジが整備された分野

システム化時の課題の検討システム化時の課題の検討

－オントロジの整備方法

－メタデータ（RDF)フォーマットの検討

WebAPIWebAPI//マッシュアップマッシュアップ

利用利用方法方法の検討，導入効果の分析の検討，導入効果の分析

－WebAPIを利用した情報提供手法の提案

－環境情報の積極的な発信，流通の促進

導入基準（対象範囲）の策定導入基準（対象範囲）の策定

－導入対象とする環境情報

－導入対象とするWebシステム

システム化時の課題の検討システム化時の課題の検討

－発信する環境情報の内容，項目の標準化

－インターフェースの共通化，標準化

テキストマイニングテキストマイニング

利用方利用方法法の検討，導入効果の分析の検討，導入効果の分析

－マイニングした情報の効果的な利用方法

導入基準（対象範囲）の策定導入基準（対象範囲）の策定

－マイニング対象とする情報の種類

システム化時の課題の検討システム化時の課題の検討

－オントロジーの整備，利用

－マイニングのタイミング

SOASOA

利用方利用方法法の検討，導入効果の分析の検討，導入効果の分析

－収集，提供ポータルでの活用方法の検討

－インターフェースの一元化

導入基準（対象範囲）の策定導入基準（対象範囲）の策定

－導入対象とするWebシステムの選定

システム化時の課題の検討システム化時の課題の検討

－既存システムとの連携方法

－既存システムの改修の有無

デジタルアーカイブデジタルアーカイブ

利用利用方法方法の検討，導入効果の分析の検討，導入効果の分析

－デジタルアーカイブの活用方法の検討

（取出しやすさ，整理・保存のしやすさ）

導入基準（対象範囲）の策定導入基準（対象範囲）の策定

－対象とする環境情報

システム化時の課題の検討システム化時の課題の検討

－著作権管理，コンテンツの保護

－専門家（デジタルアーキビスト）との連携

－メタデータの標準化検討

基盤となる情報技術の利用における整理すべき課題基盤となる情報技術の利用における整理すべき課題基盤となる情報技術の利用における整理すべき課題基盤となる情報技術の利用における整理すべき課題

関係機関を縦横断して収集する情報収集・

提供計画の検討

環境情報の対象範囲の検討

包括的な共通プラットフォームの検討・構築

特定分野でのモデル事業の試行

環境情報の体系の整理

■■ 環境情報の流通促進のための検討課題の全体像環境情報の流通促進のための検討課題の全体像

検索技術検索技術

利用方利用方法法の検討，導入効果の分析の検討，導入効果の分析

－マルチメディア検索の利用

－分散DBの情報検索

－外部検索エンジンの導入

導入基準（対象範囲）の策定導入基準（対象範囲）の策定

－検索指標の明確化

システム化時の課題の検討システム化時の課題の検討

－ネットワーク，サーバの負荷

関連機関（省庁、自治体、研究機関、民間）の情
報を収集する情報収集ポータルの検討

－検討会、協議会の組織

関連機関とのデータ収集ネットワークの構築

収集するデータの標準化

－収集する情報の共通項目の検討，標準化

－メタデータフォーマットの検討

－メタデータ付与の制度化の検討

（数値データ，文書データ，画像・動画データ）

環境情報を包括的に提供する環境情報提供
ポータルの検討

－検討会，協議会の組織

データ整理・提供ネットワークの構築

英語化する情報の対象の拡大

－英語化対象の環境情報の基準拡張

複数データの関連付け分析，検討

－相関関係，因果関係の分析

ユーザ毎の提供情報の分類，階層化

デジタルアーカイブ化の検討

－検討会，協議会の組織

効果的な情報提供を見据えたアーカイビング体
系，体制の検討

PORTAとの連携

環境総合データベースのアーカイブとしての機
能検討

収集

整理・提供整理・提供整理・提供
保存保存保存収集
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